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【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル　［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
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いずれ逝く夏 ─ 石井美緒  展
I s h i i  M i o  C e r a m i c  E x h i b i t i o n

2013年02月12日［火］ ─ 02月17日［日］  11：00～19：00 ＊月曜休廊・最終日18：00まで

ご案内

　ギャラリー・パルクでは、2013年2月12日［火］から17日［日］まで、「いずれ逝く夏 ─ 石井 美緒 展」を開催いたします。

　石井 美緒（いしい・みお / 福岡・1987～）は、2012年に京都造形芸術大学大学院を卒業後も陶による作品制作・発表をおこなっていま
す。本展は2012年の大学院終了制作展にて出品した《いずれ逝く夏》を中心に、新作を含むオブジェ作品により構成され、PARCの空間を
活かし、自然光を取り込んだ展示は、さながらひとつのインスタレーション作品として展開します。

　「私が作品に期待するのは日常に持ち込まれた非日常感です。非日常感をもたらすギャップを作品で感じ取りたいと思い制作するのです」

　おもに白土や黒陶土を使用し、生物や動物の殻や骨を表現したそのオブジェ群は、一見すると生き物の死骸や化石のような「死」をイメ
ージさせます。しかし、冷たく硬い土の質感の中には、青色のトルコ釉やガラスを用いた、キラキラと輝く美しい水たまりのような表現も
見ることができ、それはまるで「生」の潤いや輝きのような、新たな物語の始まりの印象を与えます。

　本展タイトルの「いずれ逝く夏」とは、中原中也の『逝く夏の歌』から引用したものであり、この詩にたゆたうような切なさとわびしさを、
生命の営みを物語るスケールで表現したいという意図から付けられたものです。ギャラリー空間を占める骨を模した大型のインスタレー
ションを眺めるとともに、それぞれの作品の内側の空間に目を向けた時、そこにはガラスと土による別の景色を垣間見ることができます。
外光によって異なる景色を見せるそれは、土や釉といった陶の魅力とともに、静寂の中に宿る生命のイメージをご覧いただけるのではな
いでしょうか。

【画像01】
いずれ逝く夏［部分］　　サイズ可変　　陶板土、マンガン、蠟石、ガラス

＊DM使用イメージ
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【画像02】
いずれ逝く夏［展示風景］　　サイズ可変　　陶板土、マンガン、蠟石、ガラス

＊DM使用イメージ

本展の周知・広報にご協力頂ける際に、広報用画像をご用意しております。本リリース掲載画像からご希望の画像番号および掲載媒体情報を明記の上、
【info@galleryparc.com】迄ご連絡ください。尚、個人の鑑賞および利用を目的とする場合は、画像の貸出しはお断りしておりますのでご了承ください。

展 覧 会 名  いずれ逝く夏 ─ 石井美緒 展

出 品 作 家  石井 美緒（いしい・みお）

会 　 　 期  2013年02月12日（火） ─ 02月17日（日）  11：00～19：00　※月曜休廊
料 　 　 金  無料

展 示 内 容  【 陶 】　
 骨や化石を思わせる陶のオブジェによるインスタレーション。その内側に釉やガラスによる別の景色を持つ作品は、開場時間中に変化

する外光によりその印象を変化させる。

会　　　場 Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］
 〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル
 【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 info@galleryparc.com　　【 HP 】 http://www.galleryparc.com

ア ク セ ス 阪急河原町駅・三条京阪駅より徒歩10分、地下鉄東西線京都市役所前駅より徒歩3分。
 三条通・御幸町通の交差点北西角［グランマーブル］店舗内2階

問い合わせ Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］ （正木・永尾）
 〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
 【Tel＆Fax】 075-231-0706 【Mail】 info@galleryparc.com
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【左：画像03】 【右：画像04】
いずれ逝く夏［部分］　　サイズ可変　　陶板土、マンガン、蠟石、ガラス

【s t a t em e n t】

人間はギャップに反応します。例えば、桜咲く春という季節の

一日と小春日和の一日というものを見分ける際、人間はその二

つの認識にギャップが無ければそれぞれがただの穏やかで暖

かい日和としか認識できません。そういう意味ではむしろ人間

という生き物はギャップにしか反応しない生き物です。

私は日常とのギャップとして転ぶという行為を考えます。成長

するにつれてかつて子供だった頃のように転ぶことのなくな

った人間は少なくないでしょう。大抵の人間は大人になってか

らは転ぶという失敗を滅多にしませんが、それだけに大人にな

ってから万が一転んでしまった時のショックは一入です。転ば

ないはずの大人が転んでしまったという非日常感に日常との

ギャップを感じるための衝撃、更に鼻血なんて出してしまった

日には非日常感の上乗せにわくわく感さえしてきます。基本的

に何かとのギャップが大きければ大きいほどそれに対する反

応も大きくなります。

私は日常と非日常の間に在るギャップ、それに対する自分の反

応（例えばわくわく感など）を待っています。でも出来るだけ自

分は転ぶことは遠慮したく、探しているだけでは物足りないと

思うのです。

私が作品に期待するのは日常に持ち込まれた非日常感です。

非日常感をもたらすギャップを作品で感じ取りたいとおもい

制作するのです。

【展覧会について】

今回は自分自身が特に反応する生物と死骸という差異を特に

集めて制作に繋げています。

作品のタイトルは中原中也の『逝く夏の歌』と言う詩から取っ

ており、この歌にたゆたうような切なさとわびしさを人の営み

というスケールではなく生命というスケールで仕上げようと

しました。

死の象徴として陶という素材から形作られた骨達と、静寂の中

に生命の宿る可能性として硝子で作られた水溜りから生と死

のギャップを求めました。

　石井 美緒
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【上：画像05】 【下：画像06】
いずれ逝く夏［部分］　　サイズ可変　　陶板土、マンガン、蠟石、ガラス

【作家略歴】

石井 美緒　Ishi i  Mio
 
1987 福岡県生まれ

2012.3 京都造形芸術大学大学院卒業　

個展
2012 殻　（ギャラリー白３ / 大阪）

おもなグループ展　
2011 京都造形芸術大学大学院修了制作展　（京都造形芸術大学 / 京都）

　- 超カワイイ主義宣言　（山ノ内町立志賀原高原ロマン美術館 / 長野）

2010 delta　（東京）

　- どんぶり展　（ギャラリーH2O / 京都）

　- 京料理展　（京都市勧業館みやこめっせ / 京都）

　- 日中韓共同学生陶芸展　（韓国）

2009 京都同時代陶芸展　（元立誠小学校 / 京都）

2008 ひふみ展　（空・鍵屋 / 京都）

 めばえ展　（京都造形芸術大学学内 / 京都）


